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人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　－23人

10月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

17,023人
8,021人
9,002人
7,223世帯

10月のうごき
出生
死亡
転入
転出

8人
19人
32人
44人

（平成30年6月12日生まれ）

な つき丁ノ町の
小 林　瞳さん・菜月ちゃん

「きょうだいなかよくね」

【
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賞
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香 
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梁
瀬
小
学
校
２
年
）

【
優
秀
賞
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本　

貴 
裕

（
妙
寺
小
学
校
５
年
）

【
優
秀
賞
】
西 

山　

侑 

希

（
笠
田
小
学
校
６
年
）

【
優
秀
賞
】
岡 

松　

茉 
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（
笠
田
中
学
校
２
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【
優
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賞
】
中 

谷　
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織

（
妙
寺
中
学
校
２
年
）

【
優
秀
賞
】
尾 

崎　

心 

優

（
妙
寺
中
学
校
２
年
）

詳
細
は
、12
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【最優秀賞】眞 田　凉 花 （大谷小学校３年）
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決
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人権人権
ポスターポスター
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ポスター

《敬称略》



今月の主な内容

月号
平成30年（2018年）第718号

●申告の準備はお早めに！　　　　　　　　　２～３
●年末年始の業務のお知らせ　　　　　　　　８
●かつらぎ斎場、かつらぎ霊園墓地の利用について  ９
●人権フェスティバル開催　人権作文　　　　12～13
●12月のお知らせ　　　　　　　　　　　　　15～17
●まちのわだい　　　　　　　　　　　　　　18～19
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　　20
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　　21～23

内容

第47回 かつらぎ町文化展が開催されました！
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所
得
税
の
確
定
申
告
、町
民
税・県
民
税
の

申
告
準
備
は
お
早
め
に
！

《
平
成
30
年
分
所
得
税
の
申
告
受
付
》

平
成
31
年
２
月
18
日（
月
）

　
　
　

〜
３
月
15
日（
金
）ま
で

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が

税
額
の
算
出
を
行
い
納
付
す
る
、

申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
期
間
中
に
申
告

書
を
提
出
し
納
税
し
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
に
よ
り
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
方
は
、
平
成

31
年
２
月
18
日（
月
）以
前
で
も

申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
（
申

告
相
談
会
場
・
受
付
期
間
な
ど

は
次
号
掲
載
予
定
で
す
）。

　

平
成
30
年
中
の
申
告
を
し
て

い
な
い
場
合
、
所
得
証
明
・
課

税
証
明
が
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

自
書
申
告

事
前
準
備

■
収
支
内
訳
書
の
作
成

　

農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
所

得
者
は
、
項
目
別
に
売
上
や
経

費
な
ど
を
整
理
集
計
し
て
「
収

支
内
訳
書
」
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し

て
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は

増
改
築
し
た
場
合
、
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
特
別
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
は
、
年
末
残
高
等
証

明
書
、
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
ま

た
は
抄
本
、
売
買
契
約
書
な
ど

で
す
。

■
申
告
に
必
要
な
用
紙

　

「
申
告
書
」
「
収
支
内
訳

書
」
「
医
療
費
の
明
細
書
」
な

ど
申
告
に
必
要
な
用
紙
は
、
１

月
下
旬
に
は
税
務
課
に
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

受
診
者
、
診
療
機
関
別
に
領
収

書
や
高
額
療
養
費
の
還
付
金
や

保
険
金
の
補
て
ん
額
を
整
理
・

集
計
し
て
「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
、

医
療
費
の
額
を
通
知
す
る
書
類

（「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」な
ど
）

の
添
付
に
よ
り
右
集
計
を
省
略

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制（
医
療
費
控
除
の
特
例
）の

適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
通
常

の
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
雑
損
控
除

　

災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な

ど
生
活
に
通
常
必
要
な
財
産
が

被
害
を
受
け
た
時
は
、
雑
損
控

除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

方
は
、
所
得
状
況
な
ど
を
反
映

し
ま
す
の
で
、
申
告
期
間
中
に

申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
各
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課
福
祉
係

（
内
線
２
０
６
３
・
２
０
６
４
）

・
児
童
手
当

・
児
童
扶
養
手
当

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
自
立
支
援
給
付
（
障
害
福
祉

　

サ
ー
ビ
ス
、
更
生
・
育
成
・

　

精
神
通
院
医
療
、
補
装
具
、

　

日
常
生
活
用
具
）

・
障
害
児
通
所
支
援
給
付

・
地
域
生
活
支
援
事
業

・
特
別
障
害
者
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当

・
福
祉
手
当

・
ね
た
き
り
老
人
介
護
支
援
金

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
申
請

健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

（
内
線
２
０
５
５
・
２
０
５
８
）

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

　

付
猶
予
申
請

・
障
害
基
礎
年
金
（
短
期
）

・
国
民
健
康
保
険
（
給
付
関
係

　

な
ど
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

・
子
ど
も
医
療

・
未
熟
児
養
育
医
療

　

申
告
は
、
納
税
者
自
身
が
作

成
す
る
「
自
書
申
告
」
方
式
で

実
施
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
取
り
揃
え
、
次
の
よ
う
な
事

前
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
準
備
が
不
十
分

な
場
合
、
申
告
書
作
成
に
相
当

の
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

※
青
色
申
告
に
つ
い
て
は
、
税

務
署
へ
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
の
申
告

所
得
状
況
な
ど
が

反
映
さ
れ
る
制
度

　

土
地
・
建
物
や
株
式
な
ど
の

売
却
に
よ
る
譲
渡
所
得
の
あ
る

方
は
、
原
則
と
し
て
税
務
署
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
ま
た
は
今
後
利
用
さ
れ
る

問
い
合
わ
せ　

粉
河
税
務
署

（
☎
０
７
３
６
―
73
―
３
３

０
１
）、
税
務
課
住
民
税
係

（
内
線
２
０
４
２
）
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・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

・
重
度
心
身
障
害
児
者
医
療

・
精
神
障
害
者
医
療

・
老
人
医
療　

健
康
推
進
課
介
護
保
険
係

（
内
線
２
０
５
１
）

・
介
護
保
険

・
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
法
人

　

等
に
よ
る
生
計
困
難
者
に
対

　

す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

　

係
る
利
用
者
負
担
額
軽
減
制

　

度
事
業

健
康
推
進
課
衛
生
係

（
内
線
２
０
５
３
）

・
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

・
母
子
栄
養
強
化
食
品
支
給
事
業

建
設
課
住
宅
係

（
内
線
２
０
８
５
）

・
住
宅
使
用
料

教
育
総
務
課
子
育
て
係

（
内
線
３
０
０
８
）

・
こ
ど
も
園
な
ど
の
利
用
者
負

　

担
額
（
保
育
料
）

・
在
宅
育
児
支
援
事
業

教
育
総
務
課
総
務
係

（
内
線
３
０
１
３
）

・
就
学
援
助
費

申
告
時
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
介
護
保
険
料
に
か

か
る
社
会
保
険
料
控
除
に
つ

い
て

　

所
得
税
、
町
民
税
・
県
民
税
の

申
告
に
お
い
て
、
平
成
30
年
中
に

納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し

引
か
れ
て
い
る
分
に
つ
い
て
は
、

年
金
受
給
者
本
人
し
か
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
間
納
付
済
額
の
お
知

ら
せ
は
、
１
月
下
旬
に
発
送
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ

・
国
民
健
康
保
険
税
…
税
務
課
徴

収
係
（
内
線
２
０
４
１
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
健

康
推
進
課
保
険
年
金
係
（
内
線
２

０
５
５
）

・
介
護
保
険
料
…
健
康
推
進
課
介

護
保
険
係
（
内
線
２
０
５
１
）

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
な
く
て
も
町
長
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
や
町
民
税
・

県
民
税
の
障
害
者
控
除
・
特
別
障
害

者
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
要
件
】

①
身
体
に
障
害
の
あ
る
高
齢
者
で
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程

度
の
方

②
認
知
症
高
齢
者
で
、
そ
の
障
害
の

程
度
が
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
と
同
程
度
の
方

◆
平
成
31
年
２
月
か
ら
の
確
定
申
告

に
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
の
申
請
受
付

は
１
月
４
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
か
ら
認
定
ま
で
２
〜
３
日
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
、
認
定
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
告
時
ま
で
に
間
に

合
う
よ
う
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
認
定
証
交
付
に
伴
う
調
査
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
認
定
ま
で
１

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
介
護
保

険
係
（
内
線
２
０
５
１
）

障
害
者
控
除
、

特
別
障
害
者
控
除
の
認
定

　

毎
年
12
月
末
に
、
個
人
事
業
主
お
よ
び
法
人
に
対
し

て
、
固
定
資
産
税
課
税
に
か
か
る
償
却
資
産
申
告
書
を

送
付
し
て
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
課
税
に
か
か
る

償
却
資
産
申
告
書
送
付
に
つ
い
て

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨

今
の
電
子
化
の
流
れ
に

伴
い
、
平
成
31
年
度
分

（
下
表
②
）か
ら
は
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
に
、
申
告
書
は
送
付

せ
ず
、
案
内
は
が
き
の

み
を
送
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
前
年
中
に
資

産
の
増
減
が
あ
っ
た
場

合
は
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、

印
刷
し
申
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
（
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
あ
る
い
は

印
刷
が
で
き
な
い
方
に

つ
き
ま
し
て
は
税
務
課

窓
口
で
用
紙
を
お
渡
し

し
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

固
定
資
産
税
係
（
内
線

２
０
４
３
）

教
育
総
務
課
指
導
係

（
内
線
３
０
１
２
）

・
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

　

助
金
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配偶者控除および配偶者特別控除の見直し
　税制改正により、配偶者控除と配偶者特別控除について、平成31年度の町・県民税から控除額
と所得要件が変更されます（所得税は平成30年分から変更）。

　納税者本人の合計所得金額に応じて、控除額は表１のとおりです。
　なお、納税者本人の合計所得金額が1,000万円を超える場合は、配偶者控除の適用を受ける
ことはできません。

※上段は町・県民税の控除額、下段は所得税の控除額、（　）は配偶者が70歳以上の場合の控除
　額（老人控除対象配偶者）

※上段は町・県民税の控除額、下段は所得税の控除額

配偶者控除

　納税者本人と配偶者の合計所得金額に応じて、控除額は表２のとおりです。配偶者特別控除
を受けられる「配偶者の合計所得金額」が、「123万円以下」に引き上げられました（改正前
は76万円未満が上限）。
　なお、納税者本人の合計所得金額が1,000万円を超える場合は、配偶者特別控除の適用を受
けることはできません。

配偶者特別控除

表１　配偶者控除の控除額

配偶者の合計
所得金額

38万円以下

900万円以下

33万円（38万円）
38万円（48万円）

22万円（26万円）
26万円（32万円）

900万円超
950万円以下

11万円（13万円）
13万円（16万円）

950万円超
1000万円以下

納税者本人の合計所得金額

表２　配偶者特別控除の控除額

配偶者の合計
所得金額

38万円超
85万円以下

900万円以下

33万円
38万円

22万円
26万円

900万円超
950万円以下

11万円
13万円

85万円超
90万円以下

33万円
36万円

22万円
24万円

11万円
12万円

90万円超
95万円以下

31万円
31万円

21万円
21万円

11万円
11万円

95万円超
100万円以下

26万円
26万円

18万円
18万円

9万円
9万円

100万円超
105万円以下

21万円
21万円

14万円
14万円

7万円
7万円

105万円超
110万円以下

16万円
16万円

11万円
11万円

6万円
6万円

110万円超
115万円以下

11万円
11万円

8万円
8万円

4万円
4万円

115万円超
120万円以下

6万円
6万円

4万円
4万円

2万円
2万円

120万円超
123万円以下

3万円
3万円

2万円
2万円

1万円
1万円

123万円超 非該当 非該当 非該当

950万円超
1000万円以下

納税者本人の合計所得金額

問い合わせ　税務課住民税係（内線２０４２）
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問
い
合
わ
せ　

・
国
民
健
康
保
険
・
後
期

　

高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
　

（
内
線
２
０
５
５
）

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

健
康
推
進
課
介
護
保
険
係

　
　

（
内
線
２
０
５
１
）

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

制
度
に
つ
い
て

　

１
年
間
の
医
療
費
と
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担
額

が
世
帯
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
超
え
た
分
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

支
給
額
に
つ
い
て

　

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額

が
下
表
の
限
度
額
を
超
え
る
場

合
に
、
そ
の
超
え
た
額
を
支
給

し
ま
す
。

※
負
担
区
分
は
世
帯
の
所
得
区

分
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

※
医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
は
、

保
険
適
用
外
の
費
用
や
入
院
時

の
食
事
代
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど

の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
そ
の

額
を
差
し
引
い
た
額
に
な
り
ま

す
。

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
は
、

福
祉
用
具
購
入
や
住
宅
改
修
に

係
る
費
用
、
食
費
・
居
住
費
お

よ
び
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
の
負

担
分
は
含
み
ま
せ
ん
。

対
象
期
間

　

平
成
29
年
８
月
１
日
〜
平
成

30
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

対
象
世
帯

　

基
準
日
（
平
成
30
年
７
月
31

日
）
に
お
い
て
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
で
、
医
療
と

介
護
の
両
方
に
自
己
負
担
が
あ

る
世
帯

※
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民
健
康

保
険
、
職
場
な
ど
の
健
康
保
険

で
は
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
と
な
り
、

合
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
予
定
と
な
る
方
へ
の

お
知
ら
せ

　

12
月
中
旬
以
降
で
、
該
当
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
に
支
給

勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
案

内
が
届
き
ま
し
た
ら
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

１
月
上
旬
以
降
に
支
給
予
定

の
世
帯
主
の
方
に
支
給
勧
奨
通

知
を
送
付
し
ま
す
。
案
内
が
届

き
ま
し
た
ら
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
国
民
健
康
保
険

　

加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

詳
し
く
は
、
加
入
健
康
保
険

の
保
険
者
、
お
勤
め
先
の
健
康

保
険
担
当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
や
具
体
的
な
手

続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
の
健
康
保
険
に

　

加
入
の
皆
さ
ん
へ

※「低所得者Ⅰ」の区分で介護サービス利用者が複数いる世帯の場合は、限度額の適用方法
　が異なります。

自己負担限度額（年額）～70歳以上の方～

自己負担限度額（年額）～70歳未満の方～

後期高齢者医療保険＋介護保険 医療保険＋介護保険
（75歳以上の方） （70～74歳の方）

負　担　区　分

上位所得者(現役並み所得者)
一　　　　般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

住民税非課税世帯

住民税非課税世帯

住民税
課税世帯

67万円
56万円
31万円
19万円

67万円
56万円
31万円
19万円

所得要件（旧ただし書き所得） 医療保険＋介護保険
212万円
141万円
67万円
60万円
34万円

901万円超
600万円超901万円以下
210万円超600万円以下
210万円以下
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項　　目 1人当たり 1世帯当たり 使　い　道

　町の財政がどのように運営されているか、皆さんにお知らせするために上半期と下半期の２回に分けて、財政状況を
公表しています。今回は、平成30年度上半期（平成30年９月30日現在）の予算執行状況などをお知らせします。
　歳入のなかには、例年、下半期に収入する科目があり、繰入金、町債について上半期は収入がありません。歳出のう
ち、農林水産業費や土木費には工事に関係する費用が多く含まれています。工事を行うためには、設計が必要な場合や
着手から完成までに数カ月の期間が必要な場合があります。そのため、上半期では執行率が低くなっています。
　また、台風や豪雨で被災した公共施設などの復旧費用のため、災害復旧費の支出済額が例年より多くなっています。

（18.3%）
その他

（50.3%）
議会費

（37.8%）
商工費
（0.1%）
諸支出金
（64.3%）
消防費

（39.4%）
衛生費

（27.8%）
農林水産業費

（31.8%）
教育費

（36.5%）
総務費

（41.0%）
公債費

（25.2%）
土木費

（48.2%）
民生費

（30.5%）
その他

（51.6%）
寄附金

（44.0%）
使用料及び手数料

（17.4%）
諸収入
（57.8%）
地方消費税交付金
（100.0%）
繰越金
（0.0%）
繰入金
（9.0%）
県支出金
（19.0%）
国庫支出金
（0.0%）
町債
（66.7%）
町税
（64.3%）
地方交付税36億8479万2千円

23億6895万2千円
19億9008万9千円

13億2804万7千円

13億2200万円

9億5472万7千円
1億8107万5千円

8億2065万7千円
7351万3千円

4億6243万8千円

3億410万2千円
3億410万2千円

2億9450万円
1億7027万4千円

1億6637万2千円
2895万9千円

1億3626万円
7031万4千円

1億2988万9千円
5718万6千円

3億3919万7千円
1億349万6千円

歳入 執行率44.2％
予算現額
106億502万3千円
収入済額
46億8591万8千円

歳出 執行率37.4％

予算現額
106億502万3千円
支出済額
39億6897万7千円

27億9191万8千円
13億4474万9千円

15億3581万2千円
3億8663万2千円

14億6613万6千円
6億113万6千円

12億9938万9千円
4億7471万7千円

9億1982万円
2億9284万7千円

7億6096万4千円
2億9979万円

4億7524万円
1億3199万円

4億1134万円
2億6430万7千円
3億1395万円

18万4千円

1億3121万2千円
4953万5千円

5004万7千円
9947万7千円

3億9976万5千円
7304万3千円

※（　）内の数値は各項目の
　執行率を表示しています。

町民へのサービス等に要する経費

町民が負担する税負担額

◇人口 17,046人　世帯数7,229世帯（平成30年9月30日現在）

項　　目 1人当たり 1世帯当たり 経　費　の　内　容
議会の活動に要する経費
庁舎の維持管理、税金徴収、選挙等に要する経費
児童、高齢者、障害者等の社会福祉に要する経費
感染症予防、清掃関係、火葬場運営等、公衆衛生に要する経費
農林業振興等に要する経費
観光や商工業振興等に要する経費
道路橋梁、河川、公園等の公共施設の維持管理等に要する経費
消防、防災関係に要する経費
小中学校、教育委員会、社会教育等、教育関係に要する経費
国や銀行などから借りた町債（借金）の元金・利子の返済に要する経費
ほかの支出科目に含まれない行政目的を有しない経費
自然災害に罹災した際の復旧などに要する経費

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
そ の 他
合　　　計

2,936
27,849
78,889
17,587
7,743
2,906
22,682
15,505
17,180
35,266

11
4,285

232,839

6,923
65,668
186,021
41,471
18,258
6,852
53,484
36,562
40,510
83,156

26
10,104
549,035

個人町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
都市計画税
合　　　計

17,454
46,399
3,996
2,584
4,770
75,203

41,157
109,408
9,422
6,094
11,248
177,329

町が自由に使い道を決めることができる税金
住み良い町づくりのために活用

公園や街路、下水道などの都市計画事業に活用

（単位：円）

（単位：円）
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地方債および一時借入金の現在高

地方債（町の借入金）

一時借入金

一般会計
シビックセンター特別会計
花園地域交流推進施設運営事業特別会計
花園梁瀬簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計

18,919,966
14,891,768
129,801
544,298
6,819

3,347,280
0

項　　目 現在高
（単位：千円）町有財産 （単位：千円）

土地
建物
出資による権利
債権（町の貸付金）
基金（町の積立金）
一般会計
　うち財政調整基金
　うち減債基金 
　うちその他特定目的基金など
国民健康保険事業特別会計
介護保険事業特別会計
下水道事業特別会計

2,261,602.05㎡
140,324.10㎡

19,877
27,740

2,592,734
2,428,963
849,773
3,497

1,575,693
147,349
16,422

0

項　　目 面積または現在高

（土地建物については平成30年3月31日現在）

歳　入 歳　出
会　　計 予算現額 収入済額 執行率 予算現額 支出済額 執行率

シビックセンター
国民健康保険事業
天野診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
花園地域交流推進施設運営事業
花園守口ふるさと村運営事業
花園梁瀬簡易水道事業
下水道事業

合　　　　計

70,562
2,903,177

8,689
545,528
2,796,141
60,495
24,464
5,334

654,717
7,069,107

35,012
1,515,596

8,381
232,432
1,340,775
14,701
9,042
3,711

198,463
3,358,113

49.6%
52.2%
96.5%
42.6%
48.0%
24.3%
37.0%
69.6%
30.3%
47.5%

70,562
2,903,177

8,689
545,528
2,796,141
60,495
24,464
5,334

654,717
7,069,107

25,626
1,109,063

3,556
197,506
1,083,517
22,158
10,699
1,500

136,673
2,590,298

36.3%
38.2%
40.9%
36.2%
38.8%
36.6%
43.7%
28.1%
20.9%
36.6%

平成30年度上半期特別会計予算の執行状況 （単位：千円）

かつらぎ町商工会
町の特産品・農産品を県下産品とともに販路拡大！

　８月、かつらぎ町商工会はアンテナショップのネット販売事業として、「和歌美味（わ
かうま）ショップ」をOPENしました。
　食品をはじめ、和歌山県産品を使用して県内の事業所で作られた物を販売の対象として
います。その中でも特に厳選した商品を商工会のサイトから販売することで、地域経済を
支える中小企業・小規模事業者・農業者の販路拡大を支援、日本全国にかつらぎ町・和歌
山の魅力を発信できるネットショップを目指しています。
　遠方の方に！都会の方に！故郷の厳選品を自信をもってお届けします。皆さんのお知り
合いにもご紹介して頂きま
すようお願い致します。 http://n-shop.katuragi.or.jp
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12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）ま
で

休
業
（
日
直
配
置
）

ア
ッ
プ
ラ
ン
ド
㈱
、
㈱
松
本
衛
生
、
㈲

武
田
清
掃

桜
ヶ
丘
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
募
集

年
末
年
始
の
業
務
の
お
知
ら
せ

役
場

◆
可
燃
性
ご
み

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）休
業

◆
プ
ラ
・
ペ
ッ
ト
ご
み

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）休
業

◆
不
燃
性
ご
み

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）休
業

◆
直
接
持
込
粗
大
ご
み

１
月
１
日（
元
日
）、
２
日（
水
）休
業

※
３
日（
木
）は
午
前
８
時
〜
正
午
ま
で

受
付
し
ま
す
。

※
広
域
ご
み
処
理
場
へ
直
接
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
収
集

年
末　

12
月
31
日（
月
）ま
で

※
通
夜
は
12
月
30
日（
日
）ま
で

年
始　

１
月
４
日（
金
）か
ら 

※
通
夜
は
１
月
３
日（
木
）か
ら

【
ペ
ッ
ト
火
葬
】

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）休
業

ご
み
収
集
、
し
尿
く
み
取
り
、
斎
場
使

用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉

課
生
活
環
境
係（
内
線
２
２
３
０
・
２

２
３
１
）

か
つ
ら
ぎ
斎
場

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）ま
で

休
館 体

力
づ
く
り
フ
ロ
ア

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
６
日（
日
）休
業

※
年
始
は
１
月
７
日（
月
）か
ら
平
常
業
務

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
く
み
取
り
を
希

望
の
方
は
、
12
月
10
日（
月
）ま
で
に
指

定
業
者
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

町
く
み
取
り
許
可
業
者

し
尿
く
み
取
り

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
３
日（
木
）ま
で

年
末
年
始
の
休
日
診
療
を
行
い
ま
す
。

・
伊
都
地
方
休
日
急
患
診
療
所

（
☎
０
７
３
６
―
33
―
１
９
０
３
）

診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

・
伊
都
地
方
休
日
急
患
歯
科
診
療
所

（
☎
０
７
３
６
―
33
―
１
９
０
５
）

診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

※
受
診
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

休
日
診
療

申
込
資
格
（
１
号
館
）

①
入
居
申
込
時
の
年
齢
が
満

40
歳
以
下
で
、
同
居
親
族
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
、
婚
約

者
を
有
し
６
カ
月
以
内
に
婚

姻
す
る
こ
と
が
確
実
な
方

②
年
間
収
入
の
12
分
の
１
の

金
額
が
入
居
を
希
望
す
る
住

宅
の
家
賃
額
の
３
倍
以
上
あ

る
こ
と

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

④
本
人
お
よ
び
同
居
者
が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

※
申
込
書
の
配
布
、
受
付
は

建
設
課
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書

②
所
得
証
明
書
（
市
町
村
が

発
行
し
た
入
居
し
よ
う
と
す

る
方（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

全
員
の
所
得
証
明
書
）

③
納
税
証
明
書
（
市
町
村
が

発
行
し
た
入
居
し
よ
う
と
す

る
方（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

全
員
の
納
税
証
明
書
ま
た
は

未
納
が
な
い
証
明
書
）

④
住
民
票（
入
居
し
よ
う
と
す

る
方
全
員
の
住
民
票
の
写
し
）

⑤
婚
姻
し
て
１
年
以
内
の
方

は
、
戸
籍
謄
本

⑥
婚
約
者
を
有
し
て
い
る
方

は
、
そ
の
事
実
を
確
認
で
き

る
書
類（
婚
約
証
明
書
）

選
考
方
法

　

規
定
に
よ
り
選
考
に
は
次

の
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す
。

１
位
順
位…
入
居
申
込
時
に

婚
姻
し
て
１
年
以
内
の
方
ま

た
は
婚
約
者
を
有
し
６
カ
月

以
内
に
婚
姻
す
る
こ
と
が
確

実
な
方

２
位
順
位…

入
居
申
込
時
に

満
15
歳
以
下
の
扶
養
親
族
を

有
す
る
方

　

選
考
後
、
入
居
申
込
者
が

募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、

公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

申
込
書
配
布
期
間　

11
月
30

日（
金
）〜
12
月
14
日（
金
）

申
込
書
受
付
期
間　

12
月
７

日（
金
）〜
14
日（
金
）

※

配
布
、
受
付
と
も
に
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

建
設
課
住
宅
係

（
内
線
２
０
８
５
）

住宅名
（所在地）

募集
戸数 号数 家賃月額 構造 床面積 間取り共益費

月額建築年

桜ヶ丘
（佐野852）

１号館
１戸 202 S41 35,000円 1,100円 RC４階 57.96㎡ 3DK

※今回募集する住宅は、先住者が退去した空家住宅を居住に支障のないよう補修したものです。
　新築住宅のような状態ではなく、修繕などについてできかねる箇所もありますのでご了承ください。
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か
つ
ら
ぎ
斎
場
、か
つ
ら
ぎ
霊
園

　
　
　

  

墓
地
の
利
用
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が

　

利
用
で
き
る
制
度
に
つ
い
て

　

県
が
実
施
し
て
い
る
制
度
で
、

修
学
資
金
・
就
学
支
度
資
金
・

技
能
習
得
資
金
な
ど
が
あ
り
、

対
象
者
の
方
が
経
済
的
自
立
や

児
童
な
ど
の
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
低
利
ま
た
は
無
利
子
で
借

り
る
こ
と
の
で
き
る
資
金
で
す
。

対
象
者　

　

現
に
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
母
、
父
ま
た
は
寡
婦

※

所
得
要
件
や
面
接
審
査
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

斎
場
で
は
、
通
夜
を
伴
わ
な

い
簡
易
な
葬
儀
を
希
望
さ
れ
る

方
の
た
め
、
式
場
利
用
に
つ
き

次
の
使
用
料
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
式
の
進
行
な
ど

に
つ
い
て
は
、
当
家
よ
り
ご
寺

院
、
葬
儀
社
な
ど
へ
別
途
依
頼

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

簡
易
な
葬
儀
と
は
、
ご
く
少
数

の
近
親
者
の
み
で
行
わ
れ
る
も

の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

斎
場
使
用
料
な
ど
に
関
し
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

か
つ
ら
ぎ
斎
場

　

お
墓
参
り
の
あ
と
、
お
供
え

さ
れ
て
い
た
花
や
飲
み
物
な
ど

を
、
通
路
・
土
手
に
捨
て
て
行

か
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
不
法
投
棄
に
当

た
る
行
為
で
す
。
ご
自
身
の
墓

地
区
画
だ
け
を
き
れ
い
に
す
る

の
で
は
な
く
、
共
用
ス
ペ
ー
ス

の
美
化
に
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生

活
環
境
係
（
内
線
２
２
３
０
・

２
２
３
１
）

か
つ
ら
ぎ
霊
園
墓
地

対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母

ま
た
は
父

※

事
前
の
相
談
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
所
得
な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

◆
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

 

対
象
教
育
訓
練
講
座
の
受
講

費
用
の
６
割
を
給
付
（
上
限
20

万
円
）。

◆
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

看
護
学
校
な
ど
で
修
学
す
る

全
期
間（
上
限
３
年
）に
つ
い
て
、

月
額
10
万
円
（
住
民
税
課
税
世

帯
７
万
５
０
０
円
）
を
給
付
。

◆
Ｊ
Ｒ
通
勤
定
期
乗
車
券
の
割

引
　
Ｊ
Ｒ
通
勤
定
期
乗
車
券
が
３

割
引
に
な
る
証
明
書
を
発
行

（
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に

限
る
）。

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福

祉
係
（
内
線
２
０
６
４
）

母
子
父
子

自
立
促
進
事
業

母
子
父
子
寡
婦

福
祉
資
金
貸
付
金

　

一
人
ひ
と
り
の
悩
み
事
や
心

配
事
に
対
し
て
、
支
援
員
に
よ

る
相
談
や
利
用
で
き
る
制
度
の

紹
介
、
養
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方

わ
か
や
ま
ひ
と
り
親

家
庭
ア
シ
ス
ト
事
業

ごみは持ち帰りましょうごみは持ち帰りましょうごみは持ち帰りましょう

密葬の式場使用例密葬の式場使用例密葬の式場使用例

火　葬　料

式場使用料

合　　　計

20,000円

10,000円

30,000円

120,000円

20,000円

140,000円

密葬など
（一時使用）

12歳以上のとき

区　　　分 町　内 町　外 備　考

※使用者および死亡者のいずれもが町民でない場合は、町外料金となります。
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
ス
タ
ー

ト
地
点
（
テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

か
ら
専
用
ク
ラ
ブ
で
自
分
の
ボ

ー
ル
を
打
ち
、
い
か
に
少
な
い

打
数
で
カ
ッ
プ
に
入
れ
、
コ
ー

ス
を
ま
わ
る
か
を
競
い
ま
す
。

ル
ー
ル
も
易
し
く
、
楽
し
く
歩

く
こ
と
で
健
康
づ
く
り
に
も
役

立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
は
貸
ク
ラ

ブ
・
ボ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
の
で
、

初
心
者
の
方
で
も
気
軽
に
始
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
楽
し
め
る
の
が
魅
力

気
軽
に
楽
し
め
る
の
が
魅
力

気
軽
に
楽
し
め
る
の
が
魅
力

皆
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し
よ
う
！

　

幅
広
い
世
代
で
誰
で
も
楽
し
め
る「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」。

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
を
一
緒

に
ま
わ
っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
休
場
日

・
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
場
し
、
翌
日
が
休
場
）

・
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日
ま
で

■
利
用
時
間

・
４
月
１
日
〜
９
月
30
日　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

・
10
月
１
日
〜
３
月
31
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

日
没
に
よ
り
時
間
変
更
あ
り
。

※

受
付
時
間
は
午
後
４
時
で
終
了
で
す
。

■
受
付
方
法

利き手がどちらかを
お知らせください。

②貸クラブ・ボール
　の要否を確認

スコアカードなど
をお渡しします。

③料金支払い・
　物品受け取り

コースへ移動し、パ
ークゴルフをお楽し
みください。

④プレイスタート 代表者の氏名、住所、
利用人数などを受付
書に記入してくださ
い。

①受付
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■
料
金

■
コ
ー
ス

※

平
成
32
年
３
月
末
ま
で
の
間
は
２
分
の
１
の
額

　

（
10
円
未
満
切
り
捨
て
）

※

１
ラ
ウ
ン
ド
は
18
ホ
ー
ル

■
ア
ク
セ
ス

・
国
道
24
号　

背
ノ
山
交
差
点
を
北
へ
入
り
す
ぐ

・
道
の
駅
紀
の
川
万
葉
の
里
ま
で
車
で
約
２
分

・
京
奈
和
自
動
車
道
か
つ
ら
ぎ
西
Ｉ
Ｃ
よ
り
車
で
約
７
分

■
問
い
合
わ
せ

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
☎
22―

８
９
５
２
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
０
１
７
）

・９ホール
・パー33
・距離
　493ｍまたは
　488ｍ

Ａ
かきコース

・９ホール
・パー33
・距離
　491ｍ

Ｂ
ももコース

料金（一人あたり）

大人　１ラウンド…500円
　　　２ラウンド…750円
　　　終日　　…1,000円

小人　１ラウンド…250円
　　　２ラウンド…350円
　　　終日　　　…500円

身体に障害のある方
高齢者(65歳以上)
　　　１ラウンド…400円
　　　２ラウンド…600円
　　　終日　　　…800円

貸クラブ・ボール　100円

　

公
認
コ
ー
ス
は
、
公
式
大
会

の
公
平
性
と
統
一
化
を
図
る
た

め
の
基
準
を
満
た
し
認
定
さ
れ

た
コ
ー
ス
で
す
。

　

平
成
30
年
９
月
に
、
か
つ
ら

ぎ
西
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
18
ホ
ー
ル
が
公
認
コ
ー
ス
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
で
一
緒
に
コ
ー
ス
を
ま
わ

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

公
認
コ
ー
ス
に
認
定

公
認
コ
ー
ス
に
認
定

公
認
コ
ー
ス
に
認
定

☆
プ
レ
ー
は
１
組
４
名
以
内
で

ま
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
す
べ
て
２

打
加
算
で
す
。

☆
前
の
組
が
終
了
す
る
ま
で
絶

対
に
ボ
ー
ル
を
打
た
な
い
で

く
だ
さ
い
。

☆
ク
ラ
ブ
は
振
り
回
さ
ず
、
ボ

ー
ル
は
な
る
べ
く
転
が
し
て

進
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
コ
ー
ス
が
隣
接
し
て
い
ま
す

の
で
ボ
ー
ル
の
行
方
に
は
注

意
し
、
十
分
気
を
付
け
て
安

全
に
プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

☆
バ
ン
カ
ー
内
で
作
っ
た
足
跡

や
穴
は
、
次
の
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
た
め
に
き
れ
い
に
な
ら
し

ま
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
＆
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

ル
ー
ル
＆
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

ル
ー
ル
＆
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

★
く
じ
引
き
・
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な

ど
で
打
順
を
決
め
、
ス
コ
ア

カ
ー
ド
に
順
番
を
記
入
し
ま

す
。

★
２
打
目
か
ら
は
カ
ッ
プ
か
ら

遠
い
順
に
打
ち
始
め
ま
す
。

ま
た
、
他
の
ボ
ー
ル
が
邪
魔

に
な
っ
た
場
合
、
マ
ー
ク
し

て
一
時
的
に
取
り
除
い
て
も

ら
え
ま
す
。

★
Ｏ
Ｂ（
ボ
ー
ル
が
白
杭
の
外
）

の
場
合
は
２
打
加
算
し
、
ク

ラ
ブ
２
本
分
以
内
の
距
離
で

カ
ッ
プ
に
近
づ
か
な
い
位
置

に
置
い
て
打
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
バ
ン
カ
ー
で
は
ク
ラ
ブ
を
砂

に
つ
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

★
空
振
り
は
何
回
し
て
も
打
数

に
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

★
他
の
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
て
動

い
た
場
合
は
、
当
て
た
方
は

そ
の
ま
ま
の
場
所
か
ら
、
当

て
ら
れ
た
方
は
動
く
前
の
場

所
か
ら
打
っ
て
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
（
簡
易
版
）

ル
ー
ル
（
簡
易
版
）

ル
ー
ル
（
簡
易
版
）

　

右
利
き
の
方
は
、
ま
ず
左
手

の
親
指
を
ク
ラ
ブ
の
グ
リ
ッ
プ

部
分
の
真
上
に
置
き
、
残
り
４

本
の
指
で
ク
ラ
ブ
を
し
っ
か
り

握
り
ま
す
。
右
手
は
、
右
側
か

ら
左
手
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し

て
添
え
て
握
り
、
右
手
の
小
指

を
左
手
の
人
差
し
指
の
上
に
重

ね
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
左
図
ⓑ
や
ⓒ

の
よ
う
な
握
り
方
が
あ
り
ま
す
。

自
分
に
あ
っ
た
握
り
方
を
コ
ー

ス
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
の
握
り
方

ク
ラ
ブ
の
握
り
方

ク
ラ
ブ
の
握
り
方
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人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
８
愛
か
つ
ら
ぎ
（
町
・
町
教

育
委
員
会
主
催
）
が
、
11
月
11

日（
日
）、
総
合
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
展
示
ホ
ー
ル
で
は
、

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
や

人
権
啓
発
推
進
団
体
に
よ
る
啓

発
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
ホ
ー
ル

で
は
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の

表
彰
式
と
入
賞
作
文
の
朗
読
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
阪
出
身
の

ソ
ウ
ル
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン

ガ
ー
新
井
深
絵
氏
に
よ
る

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
、
力
強
い
歌
声

と
笑
い
の
絶
え
な
い
ス

テ
ー
ジ
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
あ
わ
せ
、
町
内
の
小
中
学
生

か
ら
人
権
ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
合
わ

せ
て
５
１
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
作
文
の
部

（
応
募
総
数　

３
６
２
点
）

◆
最
優
秀
賞

　

山
部　

真
寛

　
　
　
　
（
妙
寺
小
６
年
）

◆
優
秀
賞

　

澁
川　

瑛
朋

　
　
　
　
（
渋
田
小
２
年
）

　

植
田　

祐
佳

　
　
　
　
（
妙
寺
小
５
年
）

　

青
山　

星
那

　
　
　
　
（
大
谷
小
６
年
）

　

松
原　

成
吾

　
　
　
　
（
妙
寺
中
１
年
）

　

西
山　

実
希

　
　
　
　
（
笠
田
中
２
年
）

　

谷
口　

海
友

　
　
　
　
（
妙
寺
中
２
年
）

※

人
権
作
文
優
秀
作
品
に

つ
い
て
は
、
今
後
掲
載
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
ポ
ス
タ
ー
の
部

（
応
募
総
数　

１
５
２
点
）

◆
最
優
秀
賞

　

眞
田　

凉
花

　
　
　
　
（
大
谷
小
３
年
）

◆
優
秀
賞

　

梅
若　

香
恋

　
　
　
　
（
梁
瀬
小
２
年
）

　

櫻
本　

貴
裕

　
　
　
　
（
妙
寺
小
５
年
）

　

西
山　

侑
希

　
　
　
　
（
笠
田
小
６
年
）

　

岡
松　

茉
依

　
　
　
　
（
笠
田
中
２
年
）

　

尾
崎　

心
優

　
　
　
　
（
妙
寺
中
２
年
）

　

中
谷　

彩
織

　
　
　
　
（
妙
寺
中
２
年
）

※

人
権
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作

品
に
つ
い
て
は
、
今
月
号

24
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

受賞された皆さん

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

愛
か
つ
ら
ぎ
開
催

2018
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◎
人
権
作
文
最
優
秀
賞
◎

「
ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　

何
だ
ろ
う
」

妙
寺
小
学
校
６
年　

山 

部 

真 

寛

　

ぼ
く
が
行
っ
て
い
る
学
童
に

は
、
支
援
学
校
に
通
う
友
達
が

い
ま
す
。

　

筋
肉
が
発
達
し
て
い
な
く
て
、

歩
く
時
に
ふ
ら
ふ
ら
し
て
こ
け

や
す
い
友
達
が
い
ま
す
。
ぼ
く

は
、
そ
の
子
と
片
付
け
を
一
緒

に
し
た
り
、
危
な
い
所
が
あ
っ

た
ら
教
え
て
あ
げ
た
り
し
ま
す
。

　

自
分
の
気
持
ち
を
上
手
に
言

え
な
い
友
達
も
い
ま
す
。
先
生

は
、
そ
の
子
の
口
元
を
し
っ
か

り
と
見
て
、
そ
の
子
が
言
い
た

い
こ
と
を
知
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

漢
字
や
計
算
を
な
か
な
か
覚

え
ら
れ
な
い
友
達
も
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
宿

題
の
お
手
伝
い
も
し
ま
す
。

　

時
々
、
自
分
の
し
た
い
事
が

で
き
ず
に
、
情
ち
ょ
不
安
定
に

な
る
子
も
い
ま
す
。
先
生
に
悪

口
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
大

き
い
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
は
、
周
り
の
み
ん
な
が
そ

の
子
の
気
持
ち
が
落
ち
つ
く
よ

う
に
な
だ
め
た
り
、
は
げ
ま
し

た
り
し
ま
す
。

　

学
童
に
は
、
い
ろ
ん
な
子
が

い
る
け
ど
楽
し
い
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
個
性
が
あ
っ
て
、
何
を
す

る
の
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
ク
ッ

キ
ン
グ
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
も
し
ま
す
。
中
で
も
ぼ
く

が
一
番
楽
し
い
と
思
う
の
は
、

サ
ッ
カ
ー
で
す
。
点
を
入
れ
る

と
気
も
ち
が
い
い
し
、
先
生
も

一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
し
、
大

き
い
子
は
少
し
手
加
減
し
て
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
も
低
学
年
の
こ
ろ
、
学

校
で
は
し
ゃ
べ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
何
で
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た

の
か
、
自
分
で
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
今
は
友
達
の
お
か

げ
で
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
ゃ

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
昔

の
モ
ヤ
モ
ヤ
が
ス
ッ
キ
リ
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
学
童
の
友

達
が
困
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
も

優
し
く
助
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

障
が
い
が
あ
る
・
な
い
に
関
係

な
く
、
接
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
が

社
会
に
出
る
に
は
、
い
ろ
ん
な

人
の
支
え
が
必
要
で
す
。
目
が

見
え
な
い
人
に
は
、
盲
導
犬
や

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
が
必
要
で

す
。
で
も
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

上
に
自
転
車
を
置
い
て
あ
る
よ

う
な
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

耳
が
聴
こ
え
な
い
人
に
は
、
手

話
や
聴
導
犬
な
ど
が
必
要
で
す
。

手
話
が
で
き
な
い
時
は
、
筆
談

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぼ
く
は
、

そ
う
い
う
人
達
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
を
、
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ

の
人
達
の
困
っ
て
い
る
こ
と
や

し
て
ほ
し
い
こ
と
を
聞
く
の
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

あ
っ
た
の
で
行
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
う
い
う
機
会
が

あ
れ
ば
友
達
を
さ
そ
っ
て
参
加

し
て
み
た
い
で
す
。
一
人
よ
り

も
大
勢
の
方
が
、
心
強
い
し
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
学
校
の
友
達
と
地
域
の

学
校
の
友
達
と
も
っ
と
交
流
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
駅
や
歩
道

橋
が
車
い
す
や
目
や
耳
の
不
自

由
な
人
で
も
使
い
や
す
い
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
設
計
に
す
る
な
ど

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、

安
心
し
て
く
ら
せ
る
世
の
中
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
ま
ず
障
が
い
に
つ
い

て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
「
知

る
」
こ
と
か
ら
始
め
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。

第70回
人権週間

12月４日（火）～10日（月）
みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう相手の気持ち
　未来へつなげよう違いを認め合う心～

　困りごと、心配ごとでお悩みの方は、下記の人権相談窓口ま
でお気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は守られます。

受付時間　月～金曜日の午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（12月29日～１月３日、 土、 日、 祝日を除く）

電話による相談窓口
　・子どもの人権１１０番　（☎0120-007-110）
　・女性の人権ホットライン（☎0570-070-810）
　・みんなの人権１１０番　（☎0570-003-110）
面談による相談窓口　
　・和歌山地方法務局橋本支局



こんなものも用意しましょう

非常備蓄品チェックリスト
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シリーズ防災（その７）

避
難
時
の
行
動
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
消
防
防

災
係
（
内
線
２
０
２
２
・
２
０

２
３
）

◆緊急時、避難時に安否を誰に確認しますか。
　緊急時、避難が完了した時に誰に連絡するか
決めておきましょう。

◆誰に声をかけますか。
誰と避難しますか。
　避難する時、誰に声
をかけるか。誰と一
緒に避難するか決め
ておきましょう。

◆どこへ避難しますか。
　いざという時の避難
場所を決めておきま
しょう。

　

普
段
か
ら
避
難
場
所
ま
で
の

安
全
な
経
路
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

事
前
に
準
備

　

荷
物
は
必
要
最
小
限
に
し
て

背
負
い
、
両
手
を
使
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

持
ち
物
は
必
要
最
小
限

　

渋
滞
し
た
場
合
、
動
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
避
難

者
の
方
や
緊
急
車
両
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。

車
は
使
わ
な
い

　

避
難
は
２
人
以
上
で
し
ま
し

ょ
う
。
隣
近
所
を
誘
っ
て
集
団

で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

隣
近
所
で
声
を
か
け
合
う

　

自
宅
を
出
る
前
に
避
難
先
や

安
否
情
報
を
書
い
た
メ
モ
を
玄

関
先
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
か
ら
避
難
す
る
と
き

に
持
ち
出
せ
る
必
要
最
低
限
の

「
非
常
持
出
品
」
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
か
ら
復
旧
ま
で

の
生
活
必
需
品
と
な
る
「
非
常

備
蓄
品
」
も
用
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

行
き
先
を
知
ら
せ
る

　

避
難
す
る
前
に
も
う
一
度
火

元
を
確
か
め
、
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
め
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を

落
と
し
ま
し
ょ
う
。

二
次
災
害
を
防
ぐ

　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、

靴
は
底
が
厚
く
丈
夫
で
、
履
き

慣
れ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

動
き
や
す
い
服
装

避
難
す
る
と
き
の

避
難
す
る
と
き
の

　
　
　

ポ
イ
ン
ト

　
　
　

ポ
イ
ン
ト

避
難
す
る
と
き
の

　
　
　

ポ
イ
ン
ト

非
常
持
出
品
を

非
常
持
出
品
を

　
　

揃
え
ま
し
ょ
う

　
　

揃
え
ま
し
ょ
う

非
常
持
出
品
を

　
　

揃
え
ま
し
ょ
う

家族でルールを
決めておきましょう！

□非常食
□飲料水
□携帯ラジオ（電池）
□懐中電灯（電池）
□救急医薬品
□常備薬、お薬手帳
□ヘルメット
□軍手、雨具、ライター
□ビニール袋
□現金、貴重品、印鑑
□保険証のコピー
□下着、靴下　など

□食糧（缶詰・レトルト食品など）
□水（１人当たり１日３リットル）
□毛布、タオルケット
□燃料（卓上コンロ、固形燃料など）
□洗面用具
□なべ、やかん
□ラップ、アルミホイル
□マスク、使い捨てカイロ
□紙皿、紙コップ　など

乳幼児のいるご家庭…粉ミルク、ほ
乳瓶、離乳食、オムツなど
妊婦のいるご家庭…脱脂綿、ガーゼ、
さらし、母子健康手帳など
要配慮者のいるご家庭…着替え、オ
ムツ、常備薬、障害者手帳など

非常持出品チェックリスト

定期的なチェックをしましょう
「非常持出品」や「非常備蓄品」は
半年に１回程度の割合で中身を点検
しましょう。
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職
種　

児
童
厚
生
員

採
用
人
数　

１
名

勤
務
内
容　

妙
寺
児
童
館
で
主

に
平
日（
月
〜
金
）の
週
５
日

（
午
後
１
時
〜
５
時
）、
子
ど
も

た
ち
が
友
達
と
楽
し
く
過
ご
し

た
り
、
安
心
安
全
な
日
常
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
地
域
と
連
携

し
支
援
す
る

勤
務
場
所　

妙
寺
公
民
館
３
階

賃
金　

日
給
４
，
０
０
０
円

応
募
資
格　

平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
20
〜
59
歳
で
、
平
成
31

年
４
月
か
ら
勤
務
で
き
る
方

受
付
期
間　

平
成
31
年
１
月
４

日（
金
）〜
18
日（
金
）

選
考
方
法　

面
接

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
平
成
31
年
１
月
７
日
現
在
、

引
き
続
き
１
年
以
上
そ
の
営
業

に
従
事
し
て
い
る
こ
と

②
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と

③
営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
な

ど
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い

て
当
該
許
可
、
認
可
な
ど
を
得

て
い
る
こ
と

④
営
業
状
態
が
健
全
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

提
出
書
類
・
様
式

◆
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど　

国
土
交

通
省
統
一
様
式
、
そ
の
他
必
要

書
類
（
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
綴
り
、

各
１
部
）

◆
物
品
購
入　

入
札（
見
積
）参

加
資
格
審
査
申
請
書
、
組
合
指

定
の
必
要
書
類
（
Ａ
４
フ
ァ
イ

ル
綴
り
、
各
１
部
）

※

様
式
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は

組
合
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送

※

２
月
15
日（
金
）消
印
有
効

◇
詳
細
は
、
12
月
３
日（
月
）か

ら
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

橋
本
周
辺
広
域

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
（
☎
０

７
３
６―

32―

７
１
２
１
）

　

職
員
の
勤
務
条
件
や
不
利
益

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生

涯
学
習
課
青
少
年
セ
ン
タ
ー
係

（
内
線
３
０
１
５
）

処
分
を
審
査
し
て
い
た
だ
く
公

平
委
員
が
新
た
に
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
全
委
員
に
つ
い
て
、
前
回

の
任
期
か
ら
引
き
続
い
て
選
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

松
本
公
望

佐
藤
惠

山
本
武
美

《
任
期
》
平
成
30
年
10
月
１
日

〜
平
成
34
年
９
月
30
日

募　

集 InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

12月の12月の12月の

お知らせ

妙
寺
児
童
館
臨
時
職
員
募
集

募
集
人
員　

１
名

応
募
資
格　

栄
養
士
ま
た
は
管

理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
者

業
務
内
容　

栄
養
指
導
な
ど
栄

養
士
に
係
る
業
務
全
般

雇
用
期
間　

平
成
31
年
４
月
１

日（
月
）〜

募
集
期
間　

平
成
31
年
１
月
31

日（
金
）ま
で

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

栄
養
士
臨
時
職
員
募
集

か
つ
ら
ぎ
町

　

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

お
よ
び
物
品
購
入
な
ど
に
係
る

「
一
般
競
争（
指
名
競
争
）入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
」
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
31
年
２
月
１

日（
金
）〜
28
日（
木
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）

有
効
期
間
・《
書
類
様
式
》

◆
建
設
工
事（
定
期
受
付
）

平
成
31
・
32
年
度
（
２
年
間
）

《
国
土
交
通
省
統
一
様
式
》

◆
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

公
平
委
員

お
知
ら
せ

入
札
参
加
資
格
審
査
受
付

ト
な
ど（
定
期
受
付)

平
成
31
・
32
年
度
（
２
年
間
）

《
国
土
交
通
省
統
一
様
式
》

◆
物
品
購
入
な
ど（
追
加
受
付
）

平
成
31
年
度
（
１
年
間
）

《
町
指
定
用
紙
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

た
は
企
画
公
室
管
財
契
約
係
で

無
料
配
布
）》

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
事

業
者
向
け
・
入
札
情
報
」
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
管
財

契
約
係
（
内
線
２
０
１
１
）

橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

◆
物
品
購
入（
原
材
料
、
修
繕
、

機
械
点
検
、
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ

ル
、
医
療
機
器
、
医
療
材
料
、

医
薬
品
、
役
務
の
提
供
な
ど
を

含
む
）、
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

受
付
期
間　

平
成
31
年
１
月
７

日（
月
）〜
２
月
15
日（
金
）午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

有
効
期
間

平
成
31
・
32
年
度
（
２
年
間
）

申
込
資
格　

地
方
自
治
法
施
行

令
第
１
６
７
条
の
４
お
よ
び
11

第
１
項
の
規
定
な
ら
び
に
次
の

各
項
目
に
よ
り
ま
す
。
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只今空室ございます

かつらぎ町役場庁舎より車で22分

―
―

105,000円
―
―

49,497円
154,497円

―
―
８件
―
―
６件
14件

―
―

60,000円
―
―
―

60,000円

―
―
４件
―
―
―
４件

町および町長 議会および議長

弔　意
見舞い
お祝い
賛　助
会　費
その他
計

９・10月分 金　額 件数 金　額 件数

町および町長・議会および議長交際費の公表
　

図
書
館
の
職
員
が
選
ん
だ
本

を
福
袋
に
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

ど
ん
な
本
が
入
っ
て
い
る
か
は
、

借
り
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。

　

新
し
い
本
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
。
袋
に
は
そ
れ

ぞ
れ
２
冊
の
本
と
「
し
お
り
」

ま
た
は
「
折
り
紙
」
の
お
ま
け

付
き
！

日
時　

平
成
31
年
１
月
５
日

（
土
）午
前
９
時
〜
な
く
な
り
次

第
終
了

場
所　

町
立
図
書
館

貸
出
期
間　

２
週
間

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
向
け
、
幼
児

向
け
、
小
学
低
学
年
向
け
、
小

学
中
学
年
向
け
、
小
学
高
学
年

向
け
、
中
・
高
校
生
向
け
各
10

セ
ッ
ト
、
大
人
向
け
20
セ
ッ
ト

※

カ
ー
ド
１
枚
に
つ
き
１
袋
ま

で
で
す
。
１
袋
で
２
冊
分
の
貸

し
出
し
と
な
り
ま
す
。
返
却
の

際
は
、
本
の
み
ご
返
却
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

図
書
館
（
内
線

３
０
２
０
）

「
本
の
福
袋
」貸
し
出
し
ま
す

心
配
ご
と
・
法
律
相
談

12
月
10
日（
月
）、
25
日（
火
）

１
月
15
日（
火
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会（
☎
22―

４
３
１
１
）　　

相　

談

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
12
月
４
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
12
月
11
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
12
月
18
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
12
月
25
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
２
１
２
）

消
費
生
活
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る
「
消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

無
料
空
き
家
な
ん
で
も
相
談
会

　

「
相
続
す
る
予
定
の
家
を
今

後
ど
う
し
よ
う
」
「
遠
方
の
空

き
家
を
ど
う
や
っ
て
管
理
し
よ

う
」
「
空
き
家
を
活
用
す
る
方

法
は
な
い
か
」
な
ど
、
空
き
家

に
関
し
て
お
困
り
ご
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
県
で
は
各
市
町
村
、

専
門
家
と
連
携
し
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

空
き
家
の
将
来
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
11
日（
火
）

平
成
31
年
２
月
12
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

伊
都
振
興
局

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
建

設
部
建
築
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
７

３
６―

33―

４
９
２
２
）・
総

務
課
消
防
防
災
係
（
内
線
２
０

２
２
）

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の…

」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の…

」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

12
月
７
日（
金
）、
21
日（
金
）

１
月
４
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）
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リ
ス
』
（
☎
０
７
３―

４
１
３

―

３
２
０
０
）

で
す
。

費
用　

無
料

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
き
の
か

わ
（
☎
０
７
３
６―

33―

２
９

０
０
）

12
月
20
日（
木
）　

午
前
11
時
〜

場
所　

橋
本
保
健
所

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ポ
ラ

発
達
障
害
巡
回
相
談

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
家

が
必
要
な
経
験
や
ス
キ
ル
を
見

極
め
て
、
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

対
象　

15
〜
39
歳
ま
で
の
方
と

そ
の
ご
家
族

内
容　

個
別
相
談
、
職
場
体
験
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
な
ど
を
通

じ
て
就
労
に
向
け
た
支
援
を
し

ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
（
祝
日
を
除

く
）

※

電
話
で
の
事
前
予
約
が
必
要

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
就
職
相
談

12
月
11
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

12
月
18
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

12
月
５
日（
水
）、
26
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（

０
７
３
６
―
33

―
４
９
０
９
）

就
職
相
談

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

12
月
３
日（
月
）、
４
日（
火
）、

10
日（
月
）、
11
日（
火
）、
17
日

（
月
）、
22
日（
土
）、
１
月
８
日

（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

12
月
５
日（
水
）、
１
月
９
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

　

精
神
科
医
や
保
健
師
、
精
神

保
健
福
祉
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

12
月
７
日（
金
）、
27
日（
木
）

１
月
11
日（
金
）各
日
、
午
後

※

電
話
予
約
必
要

場
所　

橋
本
保
健
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

伊

都
振
興
局
保
健
福
祉
課
（
☎
０

７
３
６―

42―

５
４
４
０
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

納期限
● 町民税・県民税　　　　第７期
● 固定資産税　　　　　　第７期
● 町外固定資産税　　　　第４期
● 国民健康保険税　　　　第６期
● 後期高齢者医療保険料　第６期

● 介護保険料　　　　　　第５期
町税などの納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

○12月25日 （火）

○12月28日 （金）

　

広
報
11
月
号
で
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

◆
15
ペ
ー
ジ
ま
ち
の
わ
だ
い

「
競
技
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
で
全
国

大
会
へ
」

〔
誤
〕　

谷
内　

俐
子

〔
正
〕　

谷
内　

俐
心

◆
17
ペ
ー
ジ
教
育
委
員

〔
誤
〕　

内
田　

憲
一

〔
正
〕　

内
田　

憲
二

お
詫
び
と
訂
正

＊確定申告等で
　　　　お困りではありませんか？
＊あなたの街の「税理士」に、
　　　　お気軽にご相談ください。

金川任孝税理士事務所
かつらぎ町高田87-6 　☎0736-23-3037

http://kanagawa.zei-mu.com
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第47回 かつらぎ町体育まつり開催
　10月７日（日）、８日（体育の日）を中心に、かつらぎ町体育まつりが開催されました。この体育
まつりは、昭和46年に開催された「和歌山黒潮国体」を記念して開催され、今年で47回目を迎
えます。かつらぎ公園や体育センターなど町内の施設で13種目の競技が行われ、参加者は日ご
ろの練習の成果を発揮するとともにお互いの親睦を深めました。
　８日には、総合文化会館で総合開会式が開催され、各種スポーツ大会などで優秀な成績を収
められた方や団体に、体育協会会長表彰が贈られました。

【スポーツ奨励賞】《敬称略》
　海野　紘央（テニス・笠田小学校）
　木下　雅之（少林寺拳法・笠田中学校）
　笠田高等学校ソフトボール部
　笠田中学校野球部
【会長特別賞】
　ジュニア駅伝かつらぎ町選手団（陸上競技）
　監　督：永坂　浩三　　
　コーチ：北山　大輔・三嶋　大亮
　アドバイザー：野尻　一郎
　選手：前田　竜希・壱岐祥一朗・薄月　隆人
　　　　岡本　雄輝・谷口　和弥・宮本　快亜
　　　　木村　厚介・笹岡　小桃・浦籔　千穂
　　　　齊藤　沙紀・山田　琴音・中野　綾音
　　　　大久保寛太・岡谷　一輝・河口　倖芽
　　　　嶋田　綾人・中部屋佑多・東山　和暉
　　　　深本　皓太・齊藤　侑香・西岡　優姫
　　　　西田ユリコ・福岡　秋桜・安武　美紀
　　　　柳澤　仁湖・山本　百華

全国大会、近畿小学生選抜大会に出場
　10月13日（土）、第22回和歌山県小学生ソフトテニス秋季選手権大会兼第22回近畿小学生選抜イ
ンドアソフトテニス大会県予選会が有田川町金屋テニス公園テニスコートで開催され、海野 紘
央さん（笠田小学校６年、写真右）が優勝、北村 朱寿加さん（笠田小学校４年、写真左）が12位入
賞し、二人は、来年１月26日（土）、27日（日）に滋賀県長浜バイオ大学ドームで開催される近畿小
学生選抜インドアソフトテニス大会に和歌山県代表として出場します。
　海野さんは12月22日（土）～24日（月）に埼玉県
彩の国くまがやドームで開催される第17回
KENKO CUP全国ジュニアソフトテニス大会へ
も出場します。海野さんは「小学生最後の大会
になるので、今までの経験や指導者の方に教わ
った事をすべて出し切り優勝目指してがんばり
ます。」、北村さんは「近畿インドア大会も相手
は高学年ばかりですが、最後まであきらめず１
試合でも多く勝てるようにがんばりたいです。」
とコメントしました。

まちまちのわだいわだいまちのわだい

選手宣誓：柳澤仁湖さん（笠田小学校）
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県知事感謝状受賞
　10月20日（土）、総合文化会館で開催された平成30年度「子供・若者育成支援県民大会」におい
て、かつらぎリーダークラブが知事感謝状善行少年部門団体の部で表彰され、クラブを代表して
前田一樹くんに県知事から感謝状が贈呈されま
した。
　この賞は、平素の行動が他の少年の模範とし
て地域の方々から信頼され、明るく何事にも率
先して取り組み、地域のリーダーとしてふさわ
しい信望ある団体に対し県知事から感謝状を授
与されるものです。また、本大会の司会につい
てもかつらぎリーダークラブが協力し、西中丈
瑠くん、後藤遥さんの２名が行いました。

かつらぎ町文化展開催
　11月２日（金）～４日（日）の３日間、総合文
化会館で第47回かつらぎ町文化展（町文化協
会主催）が開催されました。
　洋画・日本画・書・工芸など10部門237名
442点の作品展示があり、会場を訪れた多く
の方が、展示作品を鑑賞されました。

新記録者《敬称略》
【Ｃクラス（中学生）】
◎なまけもの２（23分02秒）
　大森　胡晴（笠田中学校１年）
【Ｃクラス（中学生）】
◎ピンポン玉はこび（11秒59）
　澁川　憂真（笠田中学校２年）
【Ｃクラス（中学生）】
◎タイヤころがし（9秒66）
　大森　胡晴（笠田中学校１年）

記録に挑戦！チャレンジ大会
　子どもの遊びを記録に変える「第35回かつらぎ町子どもあそびのチャレンジ大会」（同実行
委員会・町青少年育成連絡協議会主催）が、10月28日（日）に、かつらぎ公園グラウンドおよび
かつらぎ体育センターで開催されました。
　当日は好天に恵まれ、187名の参加者が子どもの遊びを基本とした17種目の競技に挑戦し、大
会は大いに盛り上がりました。

なまけもの２

カンガルーボール
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

各種がん検診受診券の有効期限が迫っています

　がん検診を受診される予定の方は、実施医療機関へご予約の上、できる
だけ早く受診しましょう。
　平成31年度から、がん検診自己負担額の見直しを検討しています。
※受診券を失くされた方は再発行します。

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

　今回は、年越しそばに挑戦します。皆さんの参加をお待ちしています。

『男性のための料理教室』開催のお知らせ

日　　時　12月６日（木）午前10時～（受付：午前９時30分～）
場　　所　総合文化会館３階　調理実習室
定　　員　先着20名
対　　象　町内在住の男性
持 ち 物　エプロン、三角巾、ハンドタオル
参 加 費　３００円
申込締切　12月３日（月）

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５４）

平成30年度各種がん検診受診券の有効期限は平成31年２月末日までです。

糖尿病予防教室開催のお知らせ
　最近太ってきた。糖尿病ではないけれど血糖値が高い
と言われたことがある。などの方のために…自分にあっ
た食事や運動などの健康づくりを無理なく実践できるように医師や保健師、
健康運動指導士、栄養士が丁寧にお教えします。この機会に参加してみませんか？

※運動編の際は、動きやすい服装で飲み物、タオルなどをご持参ください（運動靴は不要）。
※調理編の際は、エプロン、ハンドタオル、三角巾をご持参ください。

１月８日(火)
午後１時30分～３時30分
１月15日(火)
午後１時30分～３時30分

１月28日(月)
午後１時30分～３時30分
２月８日(金)
午前10時～午後０時30分

日　程 内　容・講　師 場　所
Dr.編　糖尿病について知ろう！

生活・食事編　少しの工夫で生活改善！

運動編　余った糖分は筋肉で消費！

調理編　血糖値を上げない食事をマスターしよう！

講師：前田医院　前田　至規 氏

講師：保健師・管理栄養士

講師：健康運動指導士　西風　幸一 氏

講師：管理栄養士・保健師

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５９）

保健福祉
センター３階

総合文化会館
３階調理実習室

締切
12月25日
（火）

さあ、始めよう
糖尿病予防！
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

12月21日㈮
10:00～11:00

１月18日㈮
10:00～11:00

12月７日㈮
10:00～11:00

１月11日㈮
10:00～11:00

12月20日㈭
10:00～11:00

１月17日㈭
10:00～11:00

笠田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

妙寺公民館
☆12月のみ子ども１人
　につき100円必要

サークル名 場　　所 日　　　時

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・12月12日（水） 午前10時～11時

・12月20日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第１、第２金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

● 園庭開放

佐　野

三　谷

第２
火曜日
第３
火曜日

１月８日
午前９時30分～10時30分
１月15日
午前９時30分～10時30分

12月11日
午前９時30分～10時30分
12月18日
午前９時30分～10時30分

１　

月

佐　野

三　谷

第２
火曜日
第３
火曜日

12　

月

こども園名 日　　時

● 育児サークル

クリスマスコンサートをします
※要申し込み　11月19日㈪～

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
で
「
足
つ
ぼ
＆
ス
ト

レ
ッ
チ
」
を
し
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲

気
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
親
子
。

赤
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
よ
ち
よ
ち
」
で
フ
ァ

ー
ス
ト
サ
イ
ン
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
に
笑
顔
で
「
お
い
し
い
」
の
サ

イ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

・12月６日（木） 午後3時～3時45分
１歳児以上のお友達とお母さんの遊びの場です。
わくわく広場

※今月は第１木曜日です

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・12月20日（木） 
　午前10時～11時

なかよし広場

※今月は第３木曜日です

※今月は第２水曜日です

「お正月飾りを作ろう！」

「手づくりライフプランニングワークショップ」です。
※要申し込み　11月12日㈪～　定員６名

１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

・12月10日（月） 午前10時～11時
※今月は第２月曜日です
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
1212月の保健カレンダー月の保健カレンダー12月の保健カレンダー

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

12月６日㈭
１月10日㈭

保 健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談 ● 献血

12月７日㈮

12月26日㈬

かつらぎ町役場庁舎前
農 林 大 学 校

和歌山県立医科大学
附属病院紀北分院

10:00～12:00
13:30～16:00

14:00～16:00

月　日 時　間場　　　所

【対象者】16～69歳までの方。ただし、65歳以上の方については、
60～64歳の間に献血経験があり、健康上特に問題のない方。

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「糖尿病予防の献立を考えよう」
日　　時　１月９日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター３階

◆１月の内容

※最初に体操をします。
　水分補給の用意も忘れずに！

「運動編③ ～寒い日に家でできるエクササイズ～」
日　　時　12月12日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター３階

◆12月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、1歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成30年６月生まれ
平成30年８月生まれ

平成29年４月生まれ
平成29年５月生まれ

平成30年１月生まれ

平成30年２月生まれ

平成28年10月生まれ

平成28年11月生まれ

平成30年５月生まれ

平成29年12月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

12月26日㈬
13:00～14:00
12月18日㈫
13:00～14:00

12月４日㈫
9:30～10:00

１月８日㈫
9:30～10:00

12月３日㈪
9:30～10:00
１月７日㈪
9:30～10:00

12月14日㈮
13:30～15:30
12月12日㈬
13:30～14:30
12月19日㈬
13:30～14:30
12月５日㈬
10:00～11:00

平成30年１月生まれ１月９日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

１歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室
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